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第 248号

■
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

第
1
・
2
会
場
（
3
階
富
士
）

〈
開
会
式
〉　　
午
前
9
時
〜
午
前
9
時
20
分

〈
基
調
講
演
〉　
午
前
9
時
20
分
〜
午
前
10
時

「
東
京
都
病
院
協
会
設
立
20
年
」

　

河
北
博
文
（
東
京
都
病
院
協
会
会
長
）

〈
学
会
長
講
演
〉

　

午
前
10
時
10
分
〜
午
前
10
時
50
分

「
病
院
の
選
択
と
決
断
│
新
病
院
設
立
に
あ

た
っ
て
│
」

　

東
海
林　

豊

　
　
　
（
学
会
長
・
東
京
さ
く
ら
病
院
院
長
）

第
1
会
場
（
3
階
富
士
・
東
）

〈
特
別
講
演
〉

　

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
2
時
10
分

「
渋
沢
栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』
で
未
来
を

拓
く
！
」

　

渋
澤　

健
氏
（
シ
ブ
サ
ワ
・
ア
ン
ド
・
カ

ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　

午
後
2
時
20
分
〜
午
後
3
時
50
分

「
医
療
・介
護
同
時
改
定
に
ど
う
対
応
す
る
か
」

座
長　

　

猪
口
雄
二
（
寿
康
会
病
院
理
事
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

﹇
急
性
期
の
戦
略
﹈

　

山
口
武
兼
（
豊
島
病
院
院
長
）

﹇
回
復
期
の
戦
略
﹈

　

仲
井
培
雄
氏
（
芳
珠
記
念
病
院
理
事
長
）

﹇
慢
性
期
の
戦
略
﹈

　

安
藤
高
夫
（
永
生
病
院
理
事
長
）

﹇
同
時
改
定
の
戦
略
﹈

　

武
藤
正
樹
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
教
授
）

■
委
員
会
・
管
理
部
会
企
画

〈
看
護
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
2
時
40
分

第
2
会
場
（
3
階
富
士
・
西
）

「
働
き
方
改
革
と
看
護
職
の
量
と
質
の
確
保
」

座
長　

　

高
嶋
則
子
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
看

護
部
長
）

　

市
橋
富
子
（
花
と
森
の
東
京
病
院
看
護
部

長
）

講
師　

　

福
井
ト
シ
子
氏
（
日
本
看
護
協
会
会
長
）

「
看
護
師
不
足
へ
の
現
場
で
の
具
体
的
対
応
策
」

　

2
0
2
5
年
の
総
人
口
は
約
1
億

2
0
0
0
万
人
、
2
0
4
0
年
に
な
る
と
総

人
口
は
1
億
人
を
割
り
65
歳
以
上
人
口
は
40

％
を
占
め
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
2
0
2
5
年
時
点

で
看
護
職
員
（
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
）
は
約
2
0
0
万
人
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
早
急
に
看
護
職
員
確
保
の
た
め

の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

看
護
師
確
保
策
と
し
て
、①
潜
在
看
護
師
の

掘
り
起
し
・
復
職
支
援
、②
現
在
働
い
て
い

る
看
護
師
の
離
職
防
止
、③
外
国
人
看
護
師

の
採
用
・
育
成
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
規
模
や
機
能
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の

方
策
が
取
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
現
場
と
の
乖

離
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

今
回
の
企
画
で
は
、
日
本
看
護
協
会
の
福

井
ト
シ
子
会
長
よ
り
、
上
記
①
〜
③
等
の
看

護
師
確
保
策
に
つ
い
て
看
護
協
会
と
し
て
の

方
針
や
、
2
0
2
5
年
に
向
け
看
護
管
理
者

は
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
べ
き
か
に

つ
い
て
伺
い
、
そ
の
後
、
当
協
会
看
護
管
理

部
会
役
員
と
フ
ロ
ア
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
意
見
交
換
を

行
い
具
体
的
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
管
理
者
だ
け
で

は
な
く
、
現
場
の
看
護
職
員
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
。

〈
急
性
期
医
療
委
員
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　

午
後
2
時
50
分
〜
午
後
4
時
50
分

第
2
会
場
（
3
階
富
士
・
西
）

「
急
性
期
医
療
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
考

え
る
」

座
長　

　

有
賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理

事
長
）

　

中
西　

泉
（
町
田
慶
泉
病
院
理
事
長
）

講
演

「
労
働
基
準
監
督
署
の
立
ち
入
り
調
査
へ
の

対
応
と
危
惧
す
る
事
柄
」

　

福
井
次
矢
氏
（
聖
路
加
国
際
病
院
院
長
）

「
医
師
不
足
の
高
度
急
性
期
病
院
で
働
き
方

改
革
は
可
能
か
」

　

川
上
正
人
氏
（
青
梅
市
立
総
合
病
院
副
院

長
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
）

「
二
次
救
急
病
院
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」

　

大
澤
秀
一
氏
（
平
成
立
石
病
院
院
長
）

「
医
療
勤
務
環
境
改
善
を
め
ぐ
る
動
向
と
東

京
都
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

松
原
か
お
り
氏
（
東
京
都
福
祉
保
健
局
医

療
政
策
部
医
療
人
材
課
課
長
）

　

眞
鍋　

一
氏
（
公
益
社
団
法
人
日
本
医
業

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
東
京
都
支
部

理
事
）

「
現
行
の
労
働
法
制
を
踏
ま
え
た
就
業
規
則

等
の
具
体
的
な
規
定
方
法
」

　

浅
見　

浩
氏
（
浅
見
社
会
保
険
労
務
士
法

人
代
表
）

　

2
0
1
7
年
に
始
ま
っ
た
内
閣
主
導
の

「
働
き
方
改
革
実
現
」
の
波
が
医
療
現
場
に

も
到
達
し
、
侃
々
諤
々
の
議
論
が
澎
湃
と
し

て
興
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
医
療
界
の
中
に

あ
っ
て
特
に
急
性
期
医
療
の
現
場
は
そ
の
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
患

者
の
症
状
に
対
応
し
、
診
断
治
療
に
邁
進
し

て
き
た
の
が
我
々
医
療
人
の
辿
っ
て
き
た
軌

跡
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
容
態
に
応
じ
た
切
れ

目
な
い
診
療
業
務
、
急
変
時
の
応
召
、
診
断

治
療
に
つ
い
て
の
弛
み
な
い
研
鑽
、
研
修
と

い
っ
た
、
労
働
法
に
必
ず
し
も
準
拠
し
な
い

労
働
時
間
・
労
働
形
態
が
存
在
し
て
き
た
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
歴
史

の
持
つ
重
み
は
大
き
い
。

　

し
か
し
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
医
療

が
社
会
を
映
す
鏡
で
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
医
療
現
場
も
ま
た
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
昨
今
の
時
間
外

労
働
を
め
ぐ
る
裁
定
を
そ
の
ま
ま
医
療
現
場

に
持
ち
込
む
こ
と
は
、
医
療
労
働
形
態
、
賃

金
規
定
等
に
甚
大
な
変
革
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
を
迫
る
も
の
と
な
り
、
保
険
診
療
の
基

盤
に
依
存
す
る
医
療
経
済
の
観
点
か
ら
も
果

た
し
て
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
な
り

う
る
の
か
、
医
療
人
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
民

に
問
う
も
の
は
実
に
大
き
い
。

　

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
現

場
か
ら
の
声
、
医
療
勤
務
環
境
改
善
に
関
す

る
東
京
都
の
取
り
組
み
を
話
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
就
業
規
則
の
具
体
的
な
規
定
方

法
を
社
会
保
険
労
務
士
に
解
説
し
て
い
た
だ

2
0
1
8
年
2
月
25
日

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

学
会
概
要
の
ご
案
内

第13回
東京都病院学会

分
水
嶺
に
立
つ
東
京
医
療

　
未
来
を
ど
う
生
き
る
　
今
や
る
べ
き
こ
と
は
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き
、
急
性
期
医
療
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を

考
え
る
契
機
と
し
た
い
。

〈
慢
性
期
医
療
委
員
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
午
後
1
時
10
分
〜
午
後
2
時
30
分

第
3
会
場
5
階
　
穂
高
（
東
） 

「
介
護
医
療
院
の
運
用
」

座
長
　

　
進
藤
　
晃
（
大
久
野
病
院
理
事
長
）

講
演

「
介
護
医
療
院
創
設
ま
で
の
歴
史
的
背
景
」

　
桑
名
　
斉
（
信
愛
病
院
理
事
長
）

「
介
護
医
療
院
転
換
の
問
題
点
」

　
田
中
裕
之
（
陵
北
病
院
院
長
）

　
慢
性
期
医
療
は
急
性
期
医
療
の
急
速
な
発

展
に
伴
い
生
命
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
後
遺

障
害
を
伴
っ
て
退
院
す
る
こ
と
に
端
を
発
し

て
い
る
。
療
養
病
床
は
特
例
許
可
老
人
病
床

に
始
ま
り
医
療
療
養
病
床
へ
変
更
し
医
療
区

分
の
導
入
。
一
方
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を

創
設
し
誘
導
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
わ
ず
か

創
設
後
6
年
で
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
混
乱
の

極
み
の
中
、
廃
止
案
か
ら
12
年
後
に
介
護
医

療
院
の
創
設
が
な
さ
れ
た
。

　
高
齢
者
医
療
の
中
で
も
特
に
慢
性
期
医
療

と
は
何
か
、
な
ぜ
介
護
と
医
療
が
同
時
に
提

供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
介
護
医
療
院

が
創
設
は
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
介
護
療
養

型
医
療
施
設
が
で
き
た
経
緯
か
ら
紐
解
い

て
、今
後
急
速
に
需
要
が
増
す
高
齢
者
医
療
・

慢
性
期
医
療
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

可
能
だ
ろ
う
か
。
過
去
30
年
間
混
乱
し
て
き

た
慢
性
期
医
療
に
目
標
を
持
た
せ
て
混
乱
を

招
か
な
い
よ
う
に
過
去
か
ら
未
来
へ
繋
ぎ
、

世
界
中
で
日
本
が
世
界
最
先
端
の
高
齢
者
医

療
・
慢
性
期
医
療
に
対
し
て
世
界
に
恥
な
い

物
を
提
供
し
て
行
く
よ
う
な
夢
を
語
っ
て
み

た
い
。

　
一
方
で
現
状
議
論
さ
れ
4
月
か
ら
運
用
が

始
ま
る
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

議
論
が
な
さ
れ
、
創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
病
院
か
ら
施
設
に
な
る
事
の
問
題

点
・
人
員
基
準
・
施
設
基
準
・
病
院
と
施
設

を
併
設
し
た
際
の
人
員
の
往
来
を
ど
の
様
に

整
理
す
る
事
が
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
、
学

会
開
催
時
点
で
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
お
示

し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

〈
環
境
問
題
検
討
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

　
午
後
2
時
40
分
〜
午
後
3
時
40
分

第
3
会
場
（
5
階
穂
高
・
東
）

「
持
続
可
能
な
永
続
企
業
を
目
指
す
〜
自
然

と
地
域
と
技
術
の
共
生
〜
」

座
長
　

　
篠
原
健
一
（
河
北
総
合
病
院
画
像
診
断
部

特
定
専
門
職
）

講
師
　

　
石
坂
知
子
氏
（
石
坂
産
業
株
式
会
社
専
務

取
締
役
）

　
第
16
回
医
療
か
ら
取
り
組
む
環
境
会
議
は

「
持
続
可
能
な
永
続
企
業
を
目
指
す
〜
自
然

と
地
域
と
技
術
の
共
生
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
坂
産
業
株
式
会
社
専
務
取
締
役
・
石
坂
知

子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
開
催
し
ま
す
。

　
石
坂
産
業
株
式
会
社
は
、
江
戸
時
代
（
元

禄
期
）
に
開
拓
さ
れ
た
「
三
富
（
さ
ん
と
め
）

新
田
」
と
い
う
現
在
の
埼
玉
県
三
芳
町
・
所

沢
市
に
ま
た
が
る
緑
豊
か
な
場
所
に
あ
り
ま

す
（
一
部
川
越
市
）。
現
在
は
、
産
業
廃
棄

物
中
間
処
理
・
収
集
運
搬
/
積
替
保
管
・
再

生
品
販
売
・
建
設
業
な
ど
が
主
な
事
業
内
容

で
す
。
か
つ
て
は
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

問
題
や
地
元
の
反
対
運
動
な
ど
厳
し
い
試
練

を
経
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
絶
体
絶

命
の
危
機
を
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
・
I
S
O

導
入
な
ど
に
よ
る
環
境
経
営
へ
の
取
り
組

み
・
里
山
保
全
活
動
・
体
験
学
習
/
会
社
見

学
ツ
ア
ー
実
施
な
ど
の
大
改
革
の
末
、
多
く

の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
会
社
へ
と
変
貌
を
遂

げ
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
、
診
療
情
報
管
理
委
員
会
は

「『
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動
向
』〜

各
病
院
は
い
か
に
対
応
す
る
か
　
現
状
と
課

題
〜
」
と
題
し
た
研
修
会
を
行
っ
た
。
講
師

は
一
般
社
団
法
人
日
本
血
液
製
剤
機
構
事
業

戦
略
部
の
谷
澤
正
明
氏
。
当
日
は
7
対
1
、

10
対
1
入
院
基
本
料
の
新
評
価
体
系
が
厚
生

労
働
省
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
示
さ

れ
た
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
聴

衆
が
参
加
し
た
。

「
惑
星
直
列
」
の
な
か
で
の

診
療
報
酬
改
定

　
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
一
言
で
い

う
な
ら
「
惑
星
直
列
改
定
」
で
あ
る
。
他
の

医
療
・
介
護
政
策
と
連
動
し
な
が
ら
行
わ
れ

る
の
だ
。
地
域
の
な
か
で
の
自
院
の
役
割
・

機
能
、
人
口
動
態
、
疾
病
の
変
化
、
他
院
と

「
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動
向
」

レポート

東
京
都
病
院
協
会
診
療
情
報
管
理
委
員
会
研
修
会

〜
各
病
院
は
い
か
に
対
応
す
る
か
　
現
状
と
課
題
〜

谷
澤
　
正
明
氏

一
般
社
団
法
人
日
本
血
液
製
剤
機
構
事
業
戦
略
部

の
立
ち
位
置
を
よ
く
見
極
め
、「
何
を
し
た

い
か
」
で
は
な
く
「
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る

か
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
病
院
経
営
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
も
同
様
の
姿
勢
で
読
み
解
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
日
は
急
性
期
医
療
を
中
心
に
考

察
を
加
え
る
が
、
診
療
報
酬
上
の
評
価
は
大

き
く

①
7
対
1
看
護
の
評
価
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
移
行
す
る

②
が
ん
・
救
急
・
手
術
は
今
回
も
評
価
さ
れ

る
③
退
院
支
援
部
門
が
さ
ら
に
評
価
さ
れ
る

④
D
P
C
は
調
整
係
数
か
ら
機
能
評
価
係
数

へ
移
行
す
る

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
7
対
1
病
床
の
一
層
の

「
絞
り
込
み
」
が
背
景
に
あ
る
し
、②
は
、
こ

れ
ま
で
一
度
も
評
価
が
下
が
っ
た
こ
と
は
な

く
、
私
的
見
解
を
述
べ
る
な
ら
、
こ
の
う
ち

2
つ
を
し
っ
か
り
担
っ
て
い
れ
ば
今
後
も
急

性
期
病
院
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
対
象
患
者
は
確
実
に
減
っ
て

い
く
こ
と
を
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。③
は
点
数
の
有
無
は
別
に
し
て
、
入

退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
や
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
設
置
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。④
も

前
年
実
績
を
担
保
す
る
係
数
が
な
く
な
る
と

い
う
点
で
大
改
定
と
い
え
、
病
床
稼
働
率
を

踏
ま
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
転
換
す
る
な
ど
し
て
お
く
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

「
手
術
」「
救
急
」「
が
ん
」
診
療
は

今
後
も
評
価

　
そ
も
そ
も
入
院
患
者
の
将
来
推
計
を
見
る

と
、誤
嚥
性
を
含
む
肺
炎
、心
不
全
、脳
卒
中
、

骨
折
な
ど
、
高
齢
者
疾
患
が
今
後
急
増
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
従
来
の

　
同
社
の
改
革
／
改
善
活
動
や
企
業
統
治

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
学
び
、

医
療
か
ら
取
り
組
む
環
境
問
題
を
考
え
る
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
事
務
管
理
部
会
企
画
講
演
会
〉

第
3
会
場
（
5
階
穂
高
・
東
）

　
午
後
3
時
50
分
〜
午
後
4
時
50
分

「
医
療
機
関
が
考
え
る
べ
き
5
つ
の
経
営
課

題
」

　
座
長
　
田
野
倉
浩
治
（
永
生
病
院
事
務
部

長
）

　
講
演
者
　
田
川
洋
平
氏
（
株
式
会
社
川
原

経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
　
事
業
推
進
企
画
室 

室
長
）

　
2
0
1
8
年
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
改
定
を
は
じ
め
、第
7
次
医
療
計
画
等
、

多
く
の
変
化
が
示
さ
れ
、「
惑
星
直
列
」
と

も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
に
向
け

て
医
療
界
の
向
か
う
方
向
性
が
示
さ
れ
る

中
、
各
医
療
機
関
は
学
会
主
題
の
通
り
「
分

水
嶺
」
に
立
ち
、
様
々
な
決
断
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
医
療
機
関
で
考
え
る
べ
き
、
あ
る

い
は
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
実
に
多
岐
に
渡

っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び

交
う
中
、
何
に
重
き
を
置
く
か
を
考
慮
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、「
分
水
嶺
」
に
お
い
て
是

非
を
決
め
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
剣
ヶ
峰
に

立
た
さ
れ
、
3
6
0
度
ど
こ
に
転
が
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
事
務
管
理
部
会
で
は
講
演
会
を
企

画
し
、
現
在
と
り
あ
げ
ら
れ
る
重
要
な
経
営

課
題
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
と
り
あ
げ
る
項
目
が
全
て
関

係
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
、
地
域
医
療

構
想
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
改
め
て
概
要
を

解
説
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
最
新
の
状

況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第１会場 第２会場 第３会場

3階　富士（東） 3階　富士（西） 5階　穂高（東）

9:00 ～ 9:20　開会式

9:20 ～ 10:00
基調講演「東京都病院協会設立 20年」
【司会】東海林　豊（学会長）
【講師】河北博文（東京都病院協会会長）

10:10 ～ 10：50
学会長講演「病院の選択と決断─新病院設立にあたって─」
【司会】 竹川勝治（副学会長）
【講師】 東海林　豊（学会長）

13:10 ～ 14:10
特別講演
「渋沢栄一の「論語と算盤」で未来を拓く！」
【司会】 友池仁暢（榊原記念病院顧問）
【講師】 渋澤 健氏（シブサワ・アンド・カンパニー株式会社代表取締役）

13:10 ～ 14:40
看護管理部会セッション
「働き方改革と看護職の量と質の確保」
【座長】高嶋則子（岩井整形外科内科病院看護部長）
　　　 市橋富子（花と森の東京病院看護部長）
【講師】福井トシ子氏（日本看護協会会長）

13:10 ～ 14:30
慢性期医療委員会シンポジウム
「介護医療院の運用」
【座長】進藤　晃（大久野病院理事長）
【講演】「介護医療院創設までの歴史的背景」
　　　　桑名　斉（信愛病院理事長）
　　　「介護医療院転換の問題点」
　　　　田中裕之（陵北病院院長）14:20 ～ 15:50

シンポジウム
「医療・介護同時改定にどう対応するか」
【座長】猪口雄二（寿康会病院理事長）
【シンポジスト】
[急性期の戦略 ] 山口武兼（豊島病院院長）
[回復期の戦略 ] 仲井培雄氏（芳珠記念病院理事長）
[慢性期の戦略 ] 安藤高夫（永生病院理事長）
[同時改定の戦略 ]武藤正樹氏（国際医療福祉大学大学院教授）

14:40 ～ 15:40
環境問題検討委員会企画講演会
「持続可能な永続企業を目指す～自然と地域と技術の共生～」
【座長】篠原健一（河北総合病院画像診断部特定専門職）
【講師】石坂知子氏（石坂産業株式会社専務取締役）

14:50 ～ 16:50
急性期医療委員会シンポジウム
「急性期医療における働き方改革を考える」
【座長】有賀　徹氏（労働者健康安全機構理事長）
　　 　中西　泉（町田慶泉病院理事長）
【講演】
「労働基準監督署の立ち入り調査への対応と危惧する事柄」
　福井次矢氏（聖路加国際病院院長）
「医師不足の高度急性期病院で働き方改革は可能か」
　川上正人氏（青梅市立総合病院副院長・救命救急センター長）
「二次救急病院における働き方改革」
　大澤秀一氏（平成立石病院院長）
「医療勤務環境改善をめぐる動向と東京都の取組について」
　松原かおり氏（東京都福祉保健局医療政策部医療人材課課長）、
　 眞鍋　一氏（公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会東
京都支部　理事）

「現行の労働法制を踏まえた就業規則等の具体的な規定方法」
　浅見　浩氏（浅見社会保険労務士法人代表）

15:50 ～ 16:50
事務管理部会企画講演会
「医療機関が考えるべき 5つの経営課題」
【座長】 
　田野倉浩治（永生病院事務部長）
【講師】
　田川洋平氏（株式会社川原経営総合センター事業推進企画室室長）

17：00　閉会挨拶：竹川勝治（副学会長）

第13回「東京都病院学会」会場スケジュール

第３会場 第４会場 第５会場 第６会場 第７会場 第８会場 第９会場

5階　穂高（東） 5階　穂高（西） 5階　大雪（東） 5階　大雪（西） 6階　阿蘇（東） 6階　阿蘇（西） 6階　伊吹

（一社）医療人材国際交流協会 ㈱イントラスト ㈱大塚商会 テルモ㈱ 東京ガス㈱ ㈱プラスPM ユニ・チャーム メンリッケ㈱
「外国人看護師受入れの期
待、不安、育成」

「急増する医業未収金問題の
実態と対策　～民法改正に
よる医療機関への影響につ
いて～」

「～医療機関が直面するセ
キュリティ脅威～今こそ本
気で考える！ 両面
からの情報漏えい対策」

「医療経済性に貢献する次世
代の経腸栄養と流動食のあ
り方とは」

「病院の建て替えに伴う都市
計画上の課題の抽出と解決
策の提案」

「新病院建設プロジェクトに
おける高い医療機能の実現
と投資コスト削減ができるプ
ロジェクトの進め方を解説」

「排泄ケアにとってのチーム
ケアの意義～なぜ排泄ケア
にチームケアがもとめられる
のか～」

田中　実氏（㈱イントラスト
総務部ＩＲ／ＰＲ担当）
石飛隆敏氏（社会医療法人
製鉄記念八幡病院医事部第
一医事課長）

井川雄二氏（㈱大塚商会
マーケティング本部共通基
盤NW・セキュリティプロ
モーション部課長）

水野英彰氏（医療法人社団
悦伝会　目白第二病院副院
長・外科部長）

（一社）東京都病院協会・
㈱環境都市構想研究所

木村讓二氏（㈱プラスPM
代表取締役社長）

梶原敦子氏（排泄ケアサポー
トセンターウエルビーイング
オフィスK代表）

メイン会場企画

ランチョンセミナー（12：00～ 13：00）

急
性
期
に
該
当
し
な
い
患
者
が
激
増
す
る
」

の
だ
。「
重
症
者
病
棟
」
で
あ
る
7
対
1
病

床
で
い
つ
ま
で
も
診
る
体
制
を
続
け
ら
れ
る

と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省

も
そ
の
よ
う
な
見
方
に
基
づ
い
て
7
対
1
病

床
を
縮
小
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が

え
、
こ
れ
は
今
後
も
続
く
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
7
対
1
看
護

配
置
条
件
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
28
年
度
改
定
で
は
「
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
と
名
を
改
め
て

重
症
度
評
価
を
見
直
し
た
が
、
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
A
項
目
で
あ
る
。
手
術
直
後
・
救

急
搬
送
後
・
無
菌
治
療
室
で
の
管
理
が
必
要

と
い
う
患
者
を
想
定
し
て
い
る
が
、
端
的
に

言
え
ば
「
手
術
」「
救
急
」「
が
ん
」
の
受
け

入
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
診
て
い
る
病
院
で

あ
れ
ば
「
重
症
度
病
棟
」
と
評
価
す
る
と
捉

え
て
い
い
。
た
だ
し
こ
の
3
つ
を
い
ず
れ
も

体
制
を
整
え
て
い
る
の
は
5
0
0
床
以
上
の

規
模
の
病
院
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
病
床
数
の

少
な
い
規
模
の
病
院
が
3
つ
と
も
十
分
に
担

う
の
は
難
し
い
し
、
逆
に
2
つ
揃
え
ら
れ
な

い
場
合
は
「
重
症
度
病
棟
」
を
有
す
る
病
院

と
し
て
評
価
さ
れ
続
け
る
の
は
か
な
り
厳
し

く
な
る
だ
ろ
う
。

　
対
1
を
基
本
に
「
診
療
実
績
」
で

段
階
的
に
評
価

　
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
の
該

当
患
者
割
合
25
％
以
上
の
確
保
・
維
持
に
つ

い
て
も
再
考
が
求
め
ら
れ
る
。
手
段
と
し
て

は
分
子
を
増
や
す
か
、
分
母
を
減
ら
す
か
と

い
う
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

人
口
動
態
や
患
者
推
計
な
ど
を
見
据
え
て
自

院
の
立
ち
位
置
な
ど
を
総
合
的
に
加
味
し
、

病
院
の
将
来
像
を
描
い
た
う
え
で
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
先
日
、
あ
る
大
学
病
院

を
お
訪
ね
し
た
が
、
1
0
0
0
床
か
ら

8
0
0
床
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
し
て
い
た
。「
分

母
を
減
ら
し
た
」
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
策

が
奏
功
し
、
現
在
は
病
床
稼
働
率
96
％
、
平

均
在
院
日
数
10
・
5
日
、
入
院
患
者
の
平
均

単
価
は
9
万
6
0
0
0
円
で
あ
る
。
総
合
病

院
で
こ
の
水
準
は
驚
異
的
で
あ
る
が
、「
7

対
1
病
院
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

な
の
だ
。

　

今
年
8
月
24
日
の
中
医
協
で
、「
一
般
病

棟
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
該
当
患

者
割
合
別
の
医
療
機
関
の
分
布
を
み
る
と
、

一
般
病
棟
（
10
対
1
）
で
も
、
一
般
病
棟

（
7
対
1
）
の
施
設
基
準
で
あ
る
25
％
を
超

え
る
医
療
機
関
が
一
定
数
存
在
す
る
」
と
の

言
及
が
あ
っ
た
。
10
対
1
で
も
重
症
度
が
高

い
患
者
が
25
％
以
上
、
も
し
く
は
30
％
を
超

え
る
病
院
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
現
在
、
10

対
1
で
は
「
看
護
必
要
度
加
算
」
と
い
う
こ

と
で
看
護
必
要
度
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
る
仕

組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
は
7
対

1
看
護
に
お
い
て
も
28
〜
30
％
、31
〜
34
％
、

35
％
超
と
い
っ
た
具
合
の
加
算
評
価
の
可
能

性
も
あ
る　
　

と
予
測
し
て
い
た
の
だ
が
、

11
月
24
日
の
中
医
協
で
厚
労
省
は
10
対
1
を

看
護
配
置
の
基
本
部
分
と
し
、「
診
療
実
績
」

に
応
じ
て
段
階
的
に
評
価
す
る
と
い
う
新
た

な
評
価
体
系
を
提
案
し
た
。
10
対
1
か
ら
7

対
1
ま
で
「
連
続
（
段
階
的
）
重
症
度
評
価
」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
た
だ

し
、
そ
の
点
数
配
分
の
あ
り
方
に
注
視
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
段
階
的
に
評
価
」
す
る
際
の
、
重
症
度

を
評
価
す
る
A
項
目
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
。
B
項
目
は
認
知
症
患
者
な
ど
に
対
す
る

ケ
ア
を
評
価
し
て
い
る
が
、
本
来
の
「
重
症

度
評
価
」
の
指
標
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
、

今
後
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
考
え
ら

10
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2
0
1
0
年
4
月
の

日
本
医
師
会
会
長
選
挙

で
、
原
中
勝
征
先
生
に

会
長
職
を
譲
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
や
っ
と
肩

の
荷
が
下
り
た
」
と
い

う
の
が
率
直
な
気
持
ち

だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
小
泉
政
権
下
で
始
ま
っ

た
医
療
費
削
減
や
医
療
訴
訟
問
題
の
渦
中
で

会
長
職
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
2
期
4
年

だ
っ
た
が
か
な
り
身
体
も
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

た
。
2
期
目
の
選
挙
中
に
小
脳
出
血
で
入
院

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
を

迎
え
て
い
る
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

福
田
政
権
の
下
で
2
0
0
8
年

に
社
会
保
障
国
民
会
議
が
立
ち

上
が
る
な
ど
、
社
会
保
障
の
立

て
直
し
機
運
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
医
療
費
削

減
を
見
直
す
と
い
う
民
主
党
政
権
が
誕
生
し

て
医
療
崩
壊
に
も
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
り

そ
う
だ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
後
任
に
引
き
継
い

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か　
　

と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
応
援
し
、
支

え
て
く
れ
た
方
々
に
は
申
し
訳
な
い
気
も
し

た
が
、
日
医
は
事
務
局
機
能
が
安
泰
だ
し
、

何
の
心
配
も
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
会
長
職
の
時
は
毎
日
、
日
医
会
館

に
詰
め
て
い
た
の
で
と
て
も
診
療
に
あ
た
れ

ず
、
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
っ
た
。
会
長
職
を

退
任
し
、
よ
う
や
く
長
年
待
望
し
つ
づ
け
た

唐
澤
医
院
の
町
医
者
と
し
て
、
時
間
を
フ
ル

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

唐
澤
医
院
に
帰
っ
て
き
て
、
ほ
っ
と
し
た

し
、
何
よ
り
あ
り
が
た
い
と
感
じ
た
の
は
近

隣
の
人
が
誰
一
人
と
し
て
「
唐
澤
先
生
は
日

本
医
師
会
長
で
…
…
」
と
い
っ
た
こ
と
を
言

わ
ず
、
せ
い
ぜ
い
「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」

で
済
ま
せ
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
後
は
「
わ
が

ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
」
と
し
て
接
し
て
く
れ

た
。

　

現
在
の
唐
澤
医
院
は
小
児
科
医
の
息
子
が

院
長
と
し
て
継
い
で
く
れ
て
い
る
。
地
区
医

師
会
の
理
事
も
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
、
活
動

ぶ
り
を
会
長
に
聞
く
と
「
若
先
生
は
、
何
か

に
つ
け
細
か
い
ね
」
と
の
こ
と
だ
。
こ
の
あ

た
り
は
診
療
の
姿
勢
に
も
表
れ
て
お
り
、
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
を
連
れ
て
く
る
と
、
こ
と

細
か
に
症
状
や
治
療
法
な
ど
を
説
明
し
て
い

る
。

　

私
も
週
4
日
、
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

も
っ
ぱ
ら
高
齢
者
相
手
だ
が
、
診
療
ス
タ
イ

ル
も
相
応
の
も
の
が
必
要
と
痛
感
す
る
。
成

年
向
け
の
医
療
で
あ
れ
ば
検
査
デ
ー
タ
の
数

値
を
見
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
治
療
方
針
な
ど

を
伝
え
る
が
、
私
も
75
歳
を
過
ぎ
、
相
手
も

私
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
の
年
齢
に
達
し
て
い

る
。
デ
ー
タ
の
こ
と
し
か
話
せ
な
い
よ
う
で

は
、
こ
う
し
た
方
々
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

は
務
ま
ら
な
い
。

　

そ
れ
だ
け
「
話
を
聞
く
」
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
も
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。
患
者

さ
ん
の
生
活
を
見
て
、
話
を
聞
か
な
い
と
兆

候
を
見
逃
し
、「
発
見
」
が
遅
れ
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。
日
頃
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
話

を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
る
と
、
ど
こ
か

「
引
っ
掛
か
り
」
を
感
じ
る
も
の
だ
。
そ
れ

で
検
査
し
て
み
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
結
果

が
出
る
こ
と
も
あ
る
。「
ち
ょ
っ
と
痩
せ
た
」

の
一
言
か
ら
悪
性
腫
瘍
の
発
見
に
つ
な
が
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
新
薬
が
出
た
場
合
、

気
軽
に
話
の
で
き
る
関
係
で
な
け
れ
ば
勧
め

て
も
首
を
タ
テ
に
振
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
日
頃
の
付
き
合
い
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
医
師
会
活
動
に
従
事
し

た
か
ら
こ
そ
言
う
の
だ
が
、
医
師
会
活
動
や

医
療
政
策
へ
の
提
言
は
、
常
に
こ
う
し
た

「
診
療
」
が
原
点
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
医
療
や
社
会
保
障
を
取
り
巻
く
環

境
は
決
し
て
安
泰
で
は
な
く
、
む
し
ろ
激
動

の
時
代
で
あ
る
。
国
の
医
療
政
策
に
も
の
申

す
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
原

点
に
は
常
に
「
日
々
の
診
療
」
を
据
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
こ
と
を
お
願
い
し
、
筆

を
置
く
。

日
医
会
長
職
を
退
き
、「
町
医
者
」に
帰
る
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れ
る
。
た
だ
し
、
病
棟
看
護
師
の
ご
苦
労
は

誰
も
が
認
識
し
て
お
り
、
別
建
て
で
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
「
重
症
度
」
の
高
い
患
者
を
集

め
る
手
立
て
と
し
て
は
、
救
急
受
け
入
れ
、

外
来
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
の
い
ず

れ
か
し
か
な
い
が
、
救
急
受
け
入
れ
に
あ
た

っ
て
は
脳
神
経
・
循
環
器
・
整
形
等
の
外
科

系
の
患
者
は
特
に
「
断
ら
な
い
」
姿
勢
を
院

内
に
徹
底
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
医

協
で
6
月
21
日
に
示
さ
れ
た
資
料
に
よ
る

と
、
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
診
療

科
別
の
該
当
患
者
割
合
の
う
ち
、「
呼
吸
器

外
科
」（
35
・
7
％
）、「
救
急
医
学
科
」

（
32
・
3
％
）、「
心
臓
血
管
外
科
」（
31
・
9

％
）、「
外
科
」（
30
・
3
％
）
な
ど
外
科
系

患
者
が
多
い
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
患
者
を
集
め
る
に
は
院

内
外
に
対
し
て
病
院
の
機
能
を
明
示
し
、
そ

の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
看
板
診
療
科
を
明
確
に
し
、
紹

介
患
者
、
外
来
患
者
（
専
門
外
来
）
の
受
け

入
れ
と
い
っ
た
対
外
的
取
り
組
み
の
ほ
か
、

手
術
室
の
効
率
的
運
用
、
麻
酔
科
医
の
確
保

と
い
っ
た
院
内
体
制
の
整
備
も
必
要
だ
。
い

う
ま
で
も
な
く
A
・
B
項
目
の
適
正
評
価
も

重
要
で
あ
り
、
評
価
漏
れ
防
止
は
必
須
で
あ

る
。あ
わ
せ
て
在
院
日
数
は
適
切
か
ど
う
か
、

退
院
基
準
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
も
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
「
医

師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
」
で
あ
る
。
28

年
度
改
定
で
は
目
玉
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、

さ
ら
に
評
価
の
拡
充
と
要
件
緩
和
が
議
論
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
30
年
改
定
で
は
さ
ら
に
評

価
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
確
認
が
必

要
だ
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
日
本
の
病
床

で
最
大
の
割
合
を
占
め
る
可
能
性
も

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
も
触
れ
て

お
き
た
い
。
ま
ず
厚
労
省
と
し
て
は
7
対
1

病
棟
か
ら
転
換
を
促
し
て
い
く
だ
ろ
う
が
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
基
準
で
あ
る
13
対
1

配
置
に
ま
で
看
護
師
数
を
削
減
す
る
の
は
か

な
り
難
し
い
だ
ろ
う
。
患
者
状
態
は
7
対
1

体
制
の
頃
か
ら
著
し
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
の
に
、
人
員
だ
け
減
ら
さ
れ
て
は
、
現
場

か
ら
反
発
が
起
き
る
の
は
必
至
だ
。
実
際
、

私
が
訪
問
し
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

多
く
は
10
対
1
体
制
以
上
で
運
営
し
て
い

る
。

　

7
対
1
病
棟
か
ら
の
離
脱
期
に
入
っ
た
、

7
対
1
基
準
に
該
当
し
な
い
患
者
の
受
け
皿

と
い
う
基
本
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
在
宅
復
帰
可
能
な
疾
患
を
中
心

と
し
、
ほ
か
に
も
糖
尿
病
の
教
育
入
院
、
白

内
障
手
術
、
各
種
低
侵
襲
処
置
・
医
療
行
為

（
前
立
腺
生
検
・
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
・

S
A
S
等
）、
痔
核
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
虫
垂
炎

な
ど
の
手
術
、
レ
ス
パ
イ
ト
、
低
栄
養
状
態

や
脱
水
へ
の
対
応
な
ど
が
想
定
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
厚
労
省
が
2
0
2
5
年

に
向
け
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
拡
大
さ
せ

る
意
向
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、

高
齢
患
者
の
疾
患
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
日

本
の
病
床
の
な
か
で
最
も
多
い
割
合
を
占
め

る
の
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
な
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
の
だ
。
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